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2022年度　定時総会読書推進運動協議会
公益社団法人

コロナ後の社会を見すえて
読書をきっかけに「つながり」の復活を

　
６
月
15
日
㈬
午
後
３
時
よ
り
、
東
京

都
千
代
田
区
の
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル
会
議

室
に
お
い
て
、「
公
益
社
団
法
人 

読
書

推
進
運
動
協
議
会 

２
０
２
２
年
度 

定

時
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
野
間
省
伸
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
定

款
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
、
野
間
会
長

が
議
長
席
に
つ
き
、議
事
を
進
行
し
た
。

　
最
初
に
事
務
局
よ
り
、
今
回
の
出
席

会
員
は
28
名
、
委
任
状
提
出
会
員
は
186

名
、
合
計
214
名
で
あ
り
、
定
款
第
17
条

の
規
定
に
よ
る
定
足
数
、
総
会
員
の
過

半
数
139
名
を
超
え
た
の
で
、
総
会
は
成

立
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
定
款
第
20
条
の
規
定
に
よ
り
、
総
会

の
議
事
録
記
名
押
印
者
と
し
て
、
野
間

会
長
、
成
瀬
雅
人
常
務
理
事
、
岡
本
功

理
事
の
３
名
が
指
名
さ
れ
た
。

　
第
一
号
議
案
は
「『
２
０
２
１
年
度

事
業
報
告
書
お
よ
び
決
算
報
告
書
』
承

認
の
件
」。「
２
０
２
１
年
度 

事
業
報

告
書
」
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
健
司
事
業

委
員
長
に
代
わ
り
、
小
塚
昌
弘
事
務
局

長
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
た
。
つ
づ
い
て

「
２
０
２
１
年
度 

決
算
報
告
書
」
に
つ

い
て
は
、
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増

減
計
算
書
、財
産
目
録
な
ど
に
つ
い
て
、

宮
原
博
昭
財
務
委
員
長
に
代
わ
り
、
小

塚
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
監
事
を
代
表
し
て
春
井
宏
之

監
事
が
、
本
決
算
は
公
正
か
つ
正
確
で

あ
る
こ
と
を
認
証
す
る
と
の
監
事
報
告

を
行
っ
た
。議
長
は
出
席
会
員
に
諮
り
、

そ
れ
ぞ
れ
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
さ

れ
た
。

　
第
二
号
議
案
は
「『
役
員
交
代
』
承

認
の
件
」。
読
書
推
進
運
動
協
議
会
の

役
員
の
任
期
は
２
年
で
あ
り
、
本
年
は

改
選
期
で
は
な
い
が
、
本
日
付
で
一
般

社
団
法
人 

教
科
書
協
会
推
薦
役
員
の

千
石
雅
仁
理
事
、
一
般
社
団
法
人 

日

本
雑
誌
協
会
推
薦
役
員
の
山
縣
裕
一
郎

理
事
が
辞
任
し
、
後
任
と
し
て
教
科
書

協
会
か
ら
は
星
野
泰
也
、
日
本
雑
誌
協

会
か
ら
は
中
部
嘉
人
の
２
名
が
そ
れ
ぞ

れ
推
薦
さ
れ
た
。
定
款
第
22
条
の
規
定

に
従
い
、
議
長
は
以
上
の
辞
任
、
推
薦

に
つ
い
て
出
席
会
員
に
諮
り
、
全
員
異

議
な
く
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

な
お
、
新
任
の
役
員
２
名
の
任
期
は
定

款
第
26
条
に
よ
り
、残
り
１
年
と
な
る
。

　

第
三
号
議
案
は「『
２
０
２
２
年
度 

事
業
計
画
書
お
よ
び
収
支
予
算
書
』
報

告
の
件
」。「
２
０
２
２
年
度 

事
業
計
画

書
」と「
２
０
２
２
年
度 

収
支
予
算
書
」

に
つ
い
て
は
、
小
塚
事
務
局
長
か
ら
説

明
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
２
０
２
１
年

度 

第
３
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
議
長
は
出
席
会
員

に
諮
り
、全
員
異
義
な
く
了
承
さ
れ
た
。

　
野
間
議
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
で
総

会
は
閉
会
し
た
が
、
閉
会
後
、
別
室
に

て
２
０
２
２
年
度 

第
２
回
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
定
款
第
32
条
に
よ
り
新
役

員
の
役
職
が
選
定
さ
れ
た
。
理
事
会
終

了
後
に
総
会
会
場
で
、
役
員
の
新
た
な

役
職
分
担
が
議
長
よ
り
報
告
さ
れ
、
す

べ
て
の
議
事
を
終
了
し
た
。（

敬
称
略
）

総会議事を進行する
野間会長

会員の購読料は
会費の中に含まれる定価60円№656 ★公益社団法人 読書推進運動協議会 定時総会（1～4頁）

総会会場は座席の間隔をとって
設営
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■
２
０
２
２
年
度　

事
業
方
針

読
書
推
進
の
基
盤
、
読
書
会
・
読
み

聞
か
せ
の
重
要
性
を

　
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
、
お
か
げ

さ
ま
で
２
０
２
２
年
に
創
立
63
年
を

迎
え
ま
す
。
歴
史
の
蓄
積
の
上
に
立
ち

な
が
ら
、
読
書
の
未
来
を
見
据
え
て
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
の
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ
て
大
き
な
影

響
を
受
け
た
読
書
推
進
運
動
で
す
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
感
染
対
策
が
進

み
、
ま
たW

eb

の
活
用
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
こ
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

２
０
２
１
年
度
は
活
動
が
再
び
活
発
化

い
た
し
ま
し
た
。
本
協
議
会
が
主
催

す
る
、
春
の
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」、

秋
の「
読
書
週
間
」に
お
き
ま
し
て
も
、

行
事
主
催
者
数
は
ほ
ぼ
例
年
並
み
に
回

復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
協
議

会
で
も
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
読
書
推
進
運

動
支
援
の
あ
り
か
た
を
模
索
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

「
全
国
読
書
グ
ル
ー
プ
調
査
」
と
そ
の

集
計
報
告
と
な
る
『
全
国
読
書
グ
ル
ー

プ
総
覧
』
は
、
次
回
２
０
２
３
年
度

の
調
査
と
刊
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」「
読
書
週
間
」

の
標
語
は
、
会
員
社
の
み
な
さ
ま
、
全

国
の
図
書
館
、
そ
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
一
般
の
方
々
に
も
呼
び
か
け
て
募
集

し
て
い
ま
す
。
と
く
に
販
売
会
社
や
出

版
社
に
は
事
業
委
員
と
し
て
深
く
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
員

の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。２
０
２
２
年
春
の「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」
の
標
語
は
「
ひ
と

み
キ
ラ
キ
ラ　
本
に
ど
き
ど
き
」
に
、

秋
の
「
読
書
週
間
」
の
標
語
は
「
こ
の

一
冊
に
、
あ
り
が
と
う
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
作
業
を
進
め
る
な
か

で
、
事
業
の
認
知
度
を
よ
り
高
め
て
い

く
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。こ
こ
数
年
は
、

図
書
館
だ
け
で
な
く
、
市
町
村
の
広
報

担
当
者
か
ら
ポ
ス
タ
ー
画
像
の
掲
載
に

つ
い
て
、
問
い
あ
わ
せ
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

「
読
書
週
間
」
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
イ

ラ
ス
ト
も
一
般
か
ら
公
募
し
て
お
り
、

２
０
１
６
年
か
ら
は
標
語
に
あ
わ
せ

た
イ
ラ
ス
ト
を
公
募
し
、
標
語
と
親
和

性
の
高
い
力
作
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
ポ

ス
タ
ー
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。「
こ

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
読
書
推
進
運
動
協
議
会
に
事

務
局
を
置
く
「
子
ど
も
の
読
書
推
進
会

議
」
が
、
主
催
団
体
の
ひ
と
つ
と
し
て

参
加
し
て
お
り
ま
す
「
上
野
の
森 

親

子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
」
は
、

５
月
３
日
か
ら
５
月
５
日
、
２
０
１
９

年
以
来
３
年
ぶ
り
に
上
野
公
園
で
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
好
天
に
も

恵
ま
れ
て
予
想
以
上
の
盛
況
で
し
た

が
、
お
客
さ
ま
も
本
や
著
者
と
直
接
、

ふ
れ
あ
え
る
機
会
を
待
ち
望
ん
で
お
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

　
残
念
な
こ
と
に
コ
ロ
ナ
下
で
は
「
す

ご
も
り
生
活
」
が
続
き
、
社
会
の
孤
立

化
や
分
断
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
世
界
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

の
対
立
が
際
立
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
乗
り
越
え
て
い
く

た
め
に
は
、
ま
ず
相
手
の
立
場
や
考
え

　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
公
益
社
団
法

人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会 

２
０
２
２

年
度 

定
時
総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
襲

来
か
ら
３
年
目
を
迎
え
た
２
０
２
２
年

で
す
が
、
人
も
社
会
も
大
き
く
動
き
出

し
て
き
ま
し
た
。

　
読
書
推
進
運
動
協
議
会
が
展
開
す
る

読
書
推
進
事
業
に
つ
い
て
も
、春
の「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」の
行
事
主
催
者
は
、

一
昨
年
２
０
２
０
年
こ
そ
８
２
０
件
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
昨
年
２
０
２
１

年
は
１
７
０
０
件
に
回
復
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
さ
ら
に
多
く
の
行
事
が
開
催

さ
れ
、「
読
み
聞
か
せ
」
や
「
お
は
な

し
会
」「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
の

活
動
も
、
対
面
で
行
え
る
機
会
が
増
え

■
挨
拶

公
益
社
団
法
人

読
書
推
進
運
動
協
議
会

会
長

野
間
　
省
伸

方
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
、
読
書
は
そ

の
た
め
の
有
力
な
手
段
で
す
。

　
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
、
こ
れ
か

ら
も
す
べ
て
の
方
に
、
本
に
親
し
む

き
っ
か
け
を
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
今
後
と
も
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

2021 年の「読書週間」ポスターは
学校からの反響が特に大きかった 総会終了後には、理事会が開かれ、役員の役

職が決まった
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ど
も
の
読
書
週
間
」
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ

き
ま
し
て
は
、
２
０
１
４
年
よ
り
絵

本
作
家
・
荒
井
良
二
さ
ん
に
イ
ラ
ス
ト

を
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
杉

浦
康
平
さ
ん
に
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

　
読
書
週
間
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
、
全
国
の
読
書
推
進
運
動
協

議
会
の
推
薦
を
も
と
に
選
ば
れ
る
「
全

国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
」
と
、
永

年
に
わ
た
っ
て
読
書
の
普
及
に
貢
献
さ

れ
た
団
体
と
個
人
を
表
彰
す
る
「
野
間

読
書
推
進
賞
」
の
顕
彰
事
業
は
、
関
係

団
体
や
各
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動
協

議
会
と
の
緊
密
な
協
力
関
係
の
も
と
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
一
面
で
は
社
会
の
変
化

を
加
速
さ
せ
、
公
共
図
書
館
で
の
デ
ジ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
導
入
、
教
育
の
Ｉ
Ｔ

化
、
読
書
推
進
運
動
に
お
け
るSN

S

の
活
用
な
ど
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
従
来
か
ら
の
基
盤
で
あ
る
読

書
会
、
読
み
聞
か
せ
会
な
ど
、
人
と
人

と
が
直
接
交
流
し
て
行
う
読
書
推
進
活

動
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
全
国
の
読
書
推
進
運
動
協
議

会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
推
薦
図
書
を
も
と

に
作
成
す
る
、
約
21
万
部
の
「
若
い

人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」
と
、
約

14
万
部
の
「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す

め
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
今
年
度
も

関
係
の
団
体
を
通
じ
て
お
配
り
し
て
い

き
ま
す
。
学
校
や
図
書
館
か
ら
の
問
い

あ
わ
せ
が
多
い
の
は
、
積
極
的
に
活
用

さ
れ
て
い
る
表
れ
と
思
い
ま
す
。

　
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
事
業
の
紹
介
、
関
係

団
体
・
機
関
の
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心
に
紙

面
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
す
。「
優
良
読

書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み
」
や
、
こ
れ
ま
で

の
野
間
読
書
推
進
賞
受
賞
者
の
活
動
な

ど
、
読
書
推
進
運
動
の
現
場
を
積
極
的

に
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
「
読
書
週
間
」

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
の
し
お
り
、

ポ
ッ
プ
な
ど
の
素
材
デ
ー
タ
の
配
信
も

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
魅
力
あ
る
素
材
の
提
供
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
現
在
40
道
府
県
に
そ
れ
ぞ
れ
の
読

書
推
進
運
動
協
議
会
が
あ
り
、
読
書
推

進
運
動
協
議
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
い
く
に
あ
た
り
、
連
携
を
強

め
、
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

2 0 2 2 年 度 役 員 構 成
順不同・敬称略

事務局長　小塚昌弘

会 長

副 会 長

同

常務理事
（財務委員長）

同
（事業委員長）

同

同

同

同

理 事

同

同

同

同

監 事

同

同

野間　省伸

平林　彰

森　　茜

宮原　博昭

齋藤　健司

成瀬　雅人

矢幡　秀治

設楽　敬一

田仲　幹弘

秋本　敏

岡本　功

星野　泰也

中部　嘉人

渡部　正嗣

春井　宏之

竹村　和子

佐藤　潤一

日本書籍出版協会
（講談社社長）
日本出版取次協会

（日本出版販売取締役）
日本図書館協会

（同顧問）
日本雑誌協会

（学研ホールディングス社長）
日本書籍出版協会

（金の星社社長）
日本書籍出版協会

（原書房社長）
日本書店商業組合連合会

（真光書店社長）
全国学校図書館協議会

（同理事長）
日本出版取次協会

（トーハン取締役副社長）
日本図書館協会

（同図書紹介事業委員会委員長）
日本書籍出版協会

（ひかりのくに社長）
教科書協会

（数研出版社長）
日本雑誌協会

（文藝春秋社長）
日本出版取次協会

（日教販社長）
日本書店商業組合連合会

（正文館書店社長）
全国学校図書館協議会

（同常務理事・事務局長）
日本書籍出版協会

（福音館書店社長）

入
会
会
員
社

○
特
別
会
員

株
式
会
社 

Ｋ
Ｐ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス○
一
般
会
員

株
式
会
社　
原
書
房

退
会
会
員
社

○
特
別
会
員

第
一
紙
業　
株
式
会
社

○
一
般
会
員

株
式
会
社　
一
声
社

株
式
会
社　
大
泉
書
店

株
式
会
社　
海
竜
社

株
式
会
社　
講
談
社
コ
ミ
ッ
ク
ク
リ
エ

イ
ト

株
式
会
社　
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

三
晃
印
刷　
株
式
会
社

誠
和
製
本　
株
式
会
社

豊
国
印
刷　
株
式
会
社

（
第
一
紙
業 

株
式
会
社
、
豊
国
印
刷 

株
式
会
社
は
株
式
会
社 

Ｋ
Ｐ
Ｓ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
継
承
）

会
員
社
数　

２
７
６

（
２
０
２
２
年
６
月
15
日
現
在
）

会
員
社
の
異
動

２
０
２
２
年
度

す
。
し
か
し
、
読
書
推
進
運
動
協
議
会

の
な
い
都
府
県
が
、
７
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
都
府
県
に
あ
ら
た
め
て
働
き

か
け
、
事
業
の
活
性
化
を
は
か
っ
て
い

き
ま
す
。

2022 年の「こどもの読書週間」で PDF データを
提供したブックカバーとしおり
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公益社団法人　読書推進運動協議会　2022年度事業

名　称 期　間 内　容

2022
第 76 回

読 書 週 間

10 月 27 日
～

11 月 9 日
（14 日間）

・標語とイラストを募集、標語選定事業委員会とイラスト選定事業委員会
にて決定し、ポスター６万 5000 枚を製作

・雑誌広告を作成。雑誌協会を通じ、雑誌出版社に掲載協力を要請
・道府県読書推進運動協議会、全国の公共図書館、小・中・高の学校図書

館、書店、会員社、マスコミなどへポスターを送付。掲出を要請
・「文字・活字文化の日（10 月 27 日）」と連携
・全国優良読書グループ表彰の実施
・道府県読書推進運動協議会へ行事補助金贈呈。行事報告を要請し、機関

紙別冊に掲載

2022
第 64 回

こどもの読書週間

4 月 23 日
～

5 月 12 日
（20 日間）

・標語を募集、標語選定事業委員会にて決定。ポスター 6 万枚を製作
・道府県読書推進運動協議会、全国の公共図書館、小・中・高の学校図書

館、書店、会員社、マスコミなどへポスターを送付。掲出を要請
・「子ども読書の日（4月23日）」「上野の森 親子ブックフェスタ」と連携
・道府県読書推進運動協議会へ行事補助金贈呈。行事報告を要請し、機関

紙別冊に掲載

第 52 回
野間読書推進賞

贈呈式は
11 月 7 日

・読書推進運動に功績があった団体および個人を顕彰（2 団体 2 個人が基
本）

・贈呈式は「読書週間」期間中に開催

2022
敬老の日読書のすすめ

敬老の日を
中心に

・高年齢者を対象とした選定図書リーフレット 14 万 3000 部を製作
・道府県読書推進運動協議会、全国の公共図書館、書店、会員社などへ送付

2023
若い人に贈る
読書のすすめ

1 月～ 3 月

・新成人、高校・大学の卒業生を対象とした選定図書リーフレット 21 万
部を製作

・道府県読書推進運動協議会、全国の公共図書館、高校・大学の図書館、
書店、会員社などへ送付

機関紙
『読書推進運動』 毎月

・機関紙『読書推進運動』を毎月発行するほか、別冊付録を年 2 回発行
・発行部数　約 5500 部
・道府県読書推進運動協議会、会員社、全国の公共図書館、関係団体など

に送付

公式ホームページ 毎月 2 回更新
・団体事業の発信
・機関紙バックナンバーの掲載
・図書館、学校、書店の展示用に、新規素材のデータ配信を行う

受託 ､ 共催 ､ 後援 ､ 協賛

・「子どもの読書推進会議」の事務局を担当
・伊藤忠記念財団の「子ども文庫助成事業」の受託
・文部科学省より「子ども読書の日」のポスター制作を受託
・関連団体の読書推進事業を後援、協賛、協力
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公
益
社
団
法
人 
全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
（
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
は
「
第
52
回 

学
校
図
書
館
賞
」と「
第
24
回 
学
校
図

書
館
出
版
賞
」を
決
定
し
、発
表
し
た
。

《
今
年
度
の
受
賞
者
》（
敬
称
略
）

第
52
回 

学
校
図
書
館
賞

〈
論
文
の
部
〉

野
口
武
悟
『
変
化
す
る
社
会
と
と
も
に

歩
む
学
校
図
書
館
』（
勉
誠
出
版
）

（
学
校
図
書
館
大
賞
は
該
当
な
し
）

第
24
回 

学
校
図
書
館
出
版
賞

株
式
会
社 

か
も
が
わ
出
版

事
由
＝『
家
族
農
業
が
世
界
を
変
え
る
』

（
全
３
巻
）／
関
根
佳
恵 

監
修
・
著
の

刊
行

株
式
会
社 

新
日
本
出
版
社

事
由
＝
『
シ
リ
ー
ズ
戦
争 

子
ど
も
た

ち
が
綴
っ
た
戦
争
体
験
』（
全
５
巻
）

／
村
山
士
郎 

著
の
刊
行

株
式
会
社 

文
研
出
版

事
由
＝『
感
染
症
と
人
類
の
歴
史
』（
全

３
巻
）
／
お
お
つ
か
の
り
こ 

文
、
池

田
光
穂 

監
修
、
合
田
洋
介 

絵
の
刊
行

株
式
会
社 

ほ
る
ぷ
出
版

事
由
＝
『
伝
統
の
美
が
ひ
か
る
！ 

江

戸
時
代
の
天
才
絵
師
』（
全
５
巻
）
／

山
下
裕
二 

監
修
の
刊
行

（
学
校
図
書
館
出
版
賞
大
賞
は
該
当
な

し
）

　
学
校
図
書
館
賞
は
、
学
校
図
書
館
に

お
け
る
地
道
な
取
り
組
み
を
基
盤
と
す

る
研
究
、
実
践
、
運
動
を
表
彰
す
る
も

の
で
、「
論
文
」「
実
践
」「
運
動
」
の

３
部
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、

学
校
図
書
館
賞
を
受
賞
し
た
野
口
さ
ん

の
論
文
は
、
広
く
一
般
読
者
を
対
象
と

し
た
著
作
で
あ
る
が
、
研
究
や
実
務
に

携
わ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
現
在
の

学
校
図
書
館
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
考
え

る
う
え
で
の
有
用
な
資
料
と
な
っ
て
い

る
点
が
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
学
校
図
書
館
出
版
賞
は
、
学
校
図
書

館
向
き
の
優
良
な
出
版
企
画
に
対
し

て
出
版
社
を
顕
彰
す
る
も
の
。
今
回

の
出
版
賞
は
、
２
０
２
１
年
５
月
～

２
０
２
２
年
４
月
ま
で
に
出
版
ま
た
は

シ
リ
ー
ズ
が
完
結
さ
れ
た
図
書
が
対
象

と
な
っ
た
。

　
表
彰
式
は
６
月
９
日
㈭
、
東
京
都
内

で
開
催
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
拓
き
、

地
域
と
歩
む
論
文
・
実
践
が
受
賞

■
学
校
図
書
館
賞
・
学
校
図
書
館
出
版
賞 

決
定

版
流
通
」「
多
文
化
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど

16
分
科
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
10
月

６
日
・
７
日
の
ラ
イ
ブ
配
信
時
に
は
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
う
分

科
会
も
あ
る
。

　
参
加
に
は
、
事
前
の
申
し
込
み
と
参

加
費
（
３
０
０
０
円
）
が
必
要
。
申
込

期
間
は
７
月
５
日
㈫
～
９
月
９
日
㈮
。

全
国
図
書
館
大
会
群
馬
大
会
サ
イ
ト
よ

り
申
し
込
み
が
で
き
る
。
同
サ
イ
ト
で

は
、
分
科
会
の
テ
ー
マ
や
内
容
な
ど
、

詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
、
随
時
発
表
さ

れ
る
。

●
全
国
図
書
館
大
会
群
馬
大
会
サ
イ
ト

https://g-regi.jp/108th-taikai/

　

全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
で
は
現
在
、
参
加
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。
対
象

は
、
学
校
図
書
館
、
学
校
図
書
館
教
育

に
関
心
の
あ
る
人
。
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
会
員

で
な
く
て
も
参
加
で
き
る
。
参
加
費
は

７
０
０
０
円
。
参
加
登
録
を
す
る
と
、

講
演
と
す
べ
て
の
分
科
会
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
申
し
込
み
方
法
、
分
科
会
の
テ
ー
マ

一
覧
な
ど
、
詳
細
は
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
サ
イ

ト
よ
り
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
最
新
情

報
も
随
時
、
こ
ち
ら
へ
掲
載
さ
れ
る
予

定
。

●
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.j-sla.or.jp/

■
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
研
究
大
会 

開
催
へ

紙
と
デ
ジ
タ
ル
と
子
ど
も
の
学
び
を

深
く
掘
り
さ
げ
る
大
会
に

　
公
益
社
団
法
人 

全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
（
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
は
、「
第
43

回 

全
国
学
校
図
書
館
研
究
大
会
『
新

し
い
教
育
を
拓
く
学
校
図
書
館
～
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
新
た
な
可
能
性
～
』」
を
動

画
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
）
配
信
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
す
る
。
配
信
期

間
は
８
月
３
日
㈬
～
31
日
㈬
の
予
定
。

　
講
演
は
、
柴
田
博
仁
さ
ん
（
群
馬
大

学
情
報
学
部 

教
授
）
の
「
子
ど
も
の

読
書
に
お
け
る
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
使

家
が
語
る
図
書
館
と
創
作
」。
と
も
に

群
馬
県
出
身
の
、
阿
部
智
里
さ
ん
（
小

説
家
）、
如
月
か
ず
さ
さ
ん
（
児
童
文

学
作
家
）
が
対
談
形
式
で
、
自
ら
の
創

作
活
動
に
つ
い
て
、
作
家
を
目
指
し
た

動
機
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
読
書
遍

歴
や
図
書
館
利
用
体
験
、
出
版
文
化
へ

の
思
い
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
に
望
む

こ
と
な
ど
を
語
る
。

　
分
科
会
は
現
在
、「
公
共
図
書
館
」「
児

童
サ
ー
ビ
ス
」「
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
」「
出

■
全
国
図
書
館
大
会
群
馬
大
会 

開
催
へ

織
物
の
里
・
群
馬
よ
り

図
書
館
の
未
来
を
織
り
な
す

　
公
益
社
団
法
人 

日
本
図
書
館
協
会
、

群
馬
県
図
書
館
協
会
ほ
か
が
主
催
す

る
「
第
108
回 
全
国
図
書
館
大
会
群
馬

大
会
」
が
、
10
月
６
日
㈭・７
日
㈮
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
る
。
配

信
期
間
は
10
月
６
日
㈭
～
11
月
30
日

㈬
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
本
と
人
が
織
り

な
す
図
書
館
の
未
来
」。

　
全
体
会
で
は
、
植
松
貞
夫
さ
ん
（
日

本
図
書
館
協
会
理
事
長
）
の
基
調
報
告

が
行
わ
れ
る
。
記
念
講
演
は
「
若
手
作

い
分
け
～
認
知
科
学
か
ら
の
考
察
～
」。

そ
の
ほ
か
、
実
践
発
表
や
講
義
な
ど
の

各
種
分
科
会
を
設
け
、
コ
ロ
ナ
以
降
、

急
速
に
進
む
学
校
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
な
か
で
、
学
校
図
書
館
を
ど
う
位
置

づ
け
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
関
わ
る

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
、
事
例
の
交
換
で
深
め
あ
う
。
そ

し
て
、
学
校
図
書
館
の
今
後
の
姿
を
再

確
認
し
、
新
た
な
可
能
性
を
探
っ
て
い

く
大
会
を
目
指
す
。
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み　
⑺

　
２
０
２
１
年
度
の｢

読
書
週
間｣

に
際
し
て
道
府
県
読
書
推
進
運
動

協
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て
表
彰
し
た
全
国
の
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
の
活
動
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

ぶ
り
に
開
い
た
勉
強
会
で
、
今
回
の
原

稿
依
頼
を
き
っ
か
け
に
、
私
た
ち
の
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
る
時
間
が
持
て
ま
し

た
。

　
個
性
さ
ま
ざ
ま
な
４
人
の
メ
ン
バ
ー

は
、
好
み
の
絵
本
も
持
ち
味
も
ほ
ん
と

う
に
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
お
た
が
い
の
や

り
方
を
尊
重
し
あ
い
、
ま
ず
、
自
分
が

楽
し
む
こ
と
。
そ
れ
が
き
っ
と
子
ど
も

た
ち
に
も
伝
わ
る
は
ず
。
そ
の
思
い
が

ひ
と
つ
だ
っ
た
こ
と
が
、
20
年
以
上
活

動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
秘
訣
な
の
だ
ろ

う
と
、
言
い
あ
い
ま
し
た
。

　

楽
し
み
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
。
い
つ
か
は
、
み
ん
な
で
ワ
ゴ
ン
車

に
道
具
を
積
み
こ
ん
で
、
全
国
に
お
は

な
し
の
出
前
な
ん
て
素
敵
か
も
。
夢
は

広
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
私
た

　
私
た
ち
「
た
ま
ご
」
は
１
９
９
９
年

の
町
主
催
「
お
は
な
し
人
材
養
成
講

座
」
受
講
者
が
立
ち
あ
げ
た
グ
ル
ー
プ

で
す
。
図
書
館
で
未
就
園
児
へ
の
お
は

な
し
会
の
活
動
を
す
る
う
ち
に
、
お
は

な
し
会
の
参
加
者
が
読
み
手
と
し
て
加

入
し
た
り
仕
事
な
ど
の
都
合
で
活
動
を

休
止
す
る
方
が
い
た
り
な
ど
、
い
く
ど

か
の
変
遷
を
経
て
、
現
在
４
名
で
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
の
お
は
な
し
会
の
ほ
か

に
、
１
歳
児
健
診
で
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
や
、
小
中
学
校
へ
の
朝
読
時
の
訪
問

な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
近

年
で
は
、
高
齢
者
施
設
か
ら
も
お
声
が

け
い
た
だ
き
、
ま
た
町
内
の
マ
ル
シ
ェ

で
も
お
は
な
し
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

活
動
の
幅
が
広
が
り
、
う
れ
し
い
悲
鳴

で
し
た
。

　
結
成
以
来
ず
っ
と
月
１
回
の
勉
強
会

を
続
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
見
つ
け
た
お
勧

め
の
本
や
、
実
際
に
読
ん
だ
と
き
の
子

ど
も
た
ち
の
反
応
に
つ
い
て
シ
ェ
ア
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
本
を
読
む
だ

け
で
は
な
く
、
紙
芝
居
や
、
素
話
を
勉

強
す
る
メ
ン
バ
ー
も
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

手
芸
が
得
意
な
メ
ン
バ
ー
が
人
形
を
作

り
、
昔
話
を
も
と
に
台
本
を
書
い
た
手

作
り
人
形
劇
も
、
３
作
を
数
え
ま
す
。

つ
ぎ
は
な
に
を
し
よ
う
？ 

み
ん
な
が

希
望
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
へ
、
突
然
の
感
染
症
の
蔓
延
。

す
べ
て
の
活
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
聞
い
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の

笑
い
声
や
、と
き
に
は
真
剣
な
眼
差
し
。

準
備
の
た
め
の
選
書
や
練
習
。
勉
強
会

で
の
メ
ン
バ
ー
と
の
他
愛
な
い
や
り
取

り
。研
修
会
と
称
し
て
の
、絵
本
カ
フ
ェ

や
話
題
の
書
店
へ
の
遠
征
な
ど
。
そ
れ

ら
が
と
て
も
大
切
な
時
間
だ
っ
た
の
だ

と
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
た
数

か
月
で
し
た
。

　
世
の
中
が
少
し
落
ち
着
い
て
、
久
し

那
珂
川
町
図
書
館
お
は
な
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
た
ま
ご
」

栃
木
県
那
須
郡
那
珂
川
町

〈
推
薦
〉

栃
木
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

嶋
﨑　

有
子

タ
ー
や
チ
ラ
シ
作
り
、
当
日
は
会
場
の

準
備
な
ど
を
行
い
、
本
番
を
迎
え
ま
し

た
。
予
想
以
上
に
多
く
の
方
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
ま
し
た
。

　
読
書
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
は
、
ふ
た

つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
目
は
毎

月
の
「
読
書
会
」
で
す
。
毎
年
テ
ー
マ

を
決
め
て
、
関
連
本
を
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

と
し
て
購
入
し
、
会
員
で
順
番
に
読
み

深
め
て
い
ま
す
。「
文
学
散
歩
研
修（
年

１
回
）」
と
し
て
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
場

所
に
出
か
け
た
り
印
象
に
残
る
名
言
や

格
言
を
書
に
し
た
た
め
た
り
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
ほ
か
の
２
団
体
の
会
員

に
も
参
加
を
募
り
、
よ
い
交
流
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
た
つ
目
の
活
動
が
、
本
の
修
理
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
読
書
の
ま
ち 

安

フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
ス
ペ
シ
ャ
ル

お
は
な
し
会
を
開
催
！

　
安
八
町
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会
は
、

読
書
サ
ー
ク
ル
、
児
童
文
学
研
究
会
、

も
く
せ
い
短
歌
会
の
３
団
体
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
60
年
以
上
前
に
あ
っ
た
教
育

委
員
会
後
援
の
読
書
会
が
活
動
の
原
点

で
、
そ
の
活
動
を
継
承
し
た
の
が
読
書

サ
ー
ク
ル
で
す
。
そ
の
後
、
活
動
内
容

の
種
類
に
よ
り
団
体
が
増
え
、
現
在
の

形
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
は
、
各
団
体

独
自
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
年
に

数
回
の
交
流
す
る
場
を
持
ち
、
各
団
体

が
主
催
す
る
行
事
に
相
互
で
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
数
年
に
一
度
の
頻
度
で
、
協

議
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八
開

館
15
周
年
に
あ
わ
せ
て
『
英
語
落
語

ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八
劇
場
』
を
神
戸
女
学

院
大
学
の
学
生
で
英
語
落
語
家
の
、
ぷ

り
ん
亭
芽
り
ん
さ
ん
を
招
い
て
開
催
し

ま
し
た
。
会
員
で
役
割
分
担
し
て
ポ
ス

安
八
町
読
書
サ
ー
ク
ル

協
議
会

岐
阜
県
安
八
郡
安
八
町

〈
推
薦
〉

岐
阜
県
図
書
館
協
会

代
表
者　

東　

多
賀
美

絵
本
の
修
理
は
一
冊
一
冊

て
い
ね
い
に
行
わ
れ
る

ち
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
メ
ン

バ
ー
も
、
随
時
募
集
中
で
す
。
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八
」
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
幼
少
期
か

ら
本
に
親
し
め
る
こ
と
を
願
い
、
月
に

１
回
、
心
を
こ
め
て
町
内
の
こ
ど
も
園

の
絵
本
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
文
学
研
究
会
は
、
自
分
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
い
絵
本
を
読
ん
で
や
り
た

い
と
い
う
思
い
が
原
点
に
な
り
、
家
庭

文
庫
や
絵
本
講
座
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
目
で
見
て
楽
し
む
人
形

劇
も
加
え
、
児
童
文
学
の
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
も
く
せ
い
短
歌
会
は
、
３
団
体
の
中

で
い
ち
ば
ん
最
後
に
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
名
前
は
町
の
花
〝
も
く
せ
い
〟
か

ら
名
づ
け
ま
し
た
。
安
八
町
の
人
た
ち

の
生
活
の
一
部
に
短
歌
が
あ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
活
動
が

始
ま
り
、
徐
々
に
会
員
も
増
え
、
よ
い

歌
が
詠
め
る
よ
う
に
日
々
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
安
八
町
は
、
現
在
、
ひ
と
り
当
た
り

の
図
書
の
貸
出
冊
数
の
割
合
が
、
岐
阜

県
１
位
で
あ
り
、
全
国
で
も
上
位
に

入
っ
て
い
ま
す
。

「
読
書
の
ま
ち　
安
八
」
で
活
動
を
続

け
る「
安
八
町
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会
」

も
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
、
今
後

も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　

が
、
や
め
る
こ
と
は
い
つ
で
も
で
き
る

の
で
、
そ
れ
ま
で
は
続
け
よ
う
と
話
し

あ
っ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
み
ん
な
絵
本
が
好
き
で
、
聞
い

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
て
、
喜
ん
で
く
れ
る
様
子
を
見
る

の
が
う
れ
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
読
み
聞
か
せ
を
始
め
た

こ
ろ
は
自
己
流
で
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
講
習
会
に
参
加
し
て
、本
の
持
ち
方
、

読
み
方
、
選
び
方
な
ど
勉
強
し
て
い
き

ま
し
た
。
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
こ

ろ
は
、
宮
崎
県
の
読
書
活
動
推
進
指
導

者
養
成
事
業
で
数
々
の
研
修
会
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
参
加
し
て
情
報
を
得
て

い
ま
し
た
。
新
し
い
絵
本
を
見
つ
け
る

と
見
せ
あ
い
、
お
た
が
い
に
読
み
聞
か

　
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
、
読
み
聞

か
せ
の
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
も
う
じ

き
20
年
に
な
り
ま
す
。
名
前
は
「
い
ろ

い
ろ
な
フ
ル
ー
ツ
が
籠
に
盛
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
本
を
子
ど
も
た

ち
に
読
ん
で
い
き
た
い
」
と
、
み
ん
な

で
話
し
あ
っ
て
決
め
ま
し
た
。

　
読
み
聞
か
せ
を
始
め
た
の
は
、
学
校

で
子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
ん
で
み
な
い

か
と
先
生
に
声
を
か
け
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
最
初
は
わ
が
子
が

高
原
町
立
後
川
内
小
学
校
に
通
っ
て
い

る
保
護
者
数
人
で
始
め
ま
し
た
。

　
現
在
は
20
代
か
ら
60
代
の
７
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
10
人
以
上
で
活
動

し
て
い
た
時
期
や
、
保
護
者
だ
け
で
な

く
子
ど
も
た
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
校

長
先
生
の
奥
さ
ま
が
一
緒
に
読
み
聞
か

せ
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
読
み
聞
か
せ
を
す
る
の

が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
、
や
め
よ
う

か
と
話
が
出
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町

〈
推
薦
〉

宮
崎
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

瀬
戸
口
美
智
子

せ
を
し
て
感
想
を
言
い
あ
う
な
ど
し
て

つ
ぎ
の
読
み
聞
か
せ
に
活
用
し
て
い
ま

し
た
。

　
現
在
は
、
後
川
内
小
中
学
校
の
朝
自

習
時
間
で
の
読
み
聞
か
せ
が
活
動
の
中

心
で
す
。
ま
た
、
年
に
２
回
、
保
育
所

で
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
学
校
行
事
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
小
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に

し
た
夜
の
お
は
な
し
会
を
行
っ
た
り
、

中
学
生
の
授
業
に
う
か
が
っ
て
読
み
聞

か
せ
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
月
１
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
、

読
み
聞
か
せ
を
す
る
学
年
の
割
り
振
り

を
し
た
り
、
本
の
紹
介
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
は
な
し
会
が
決

ま
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
う
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
牛
乳

パ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
手
作
り
し

て
、
お
は
な
し
会
を
盛
り
あ
げ
る
方
法

を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
加
え
な

が
ら
、
素
敵
な
絵
本
を
出
会
え
る
こ
と

を
楽
し
み
に
、
仲
間
と
読
み
聞
か
せ
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
絵
本
に
ふ
れ
た
子
ど
も
た

ち
が
将
来
、
自
分
の
子
ど
も
に
読
み
聞

か
せ
を
し
て
く
れ
た
な
ら
幸
せ
で
す
。

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

●
現
在
、
当
協
議
会
か
ら
お
送
り
す
る

e-m
ail

が
「
迷
惑
メ
ー
ル
フ
ォ
ル
ダ
」

に
振
り
わ
け
ら
れ
て
し
ま
う
事
象
が
、

g-m
ail

な
どG

oogle

の
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
を
お
使
い
の
方
を
中
心
に
報
告
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
お
問
い
あ
わ
せ
へ
の

返
信
が
な
か
な
か
届
か
な
い
場
合
は
、

「
迷
惑
メ
ー
ル
フ
ォ
ル
ダ
」
も
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
『
読
書
推
進
運
動
』
お
届
け
時
期
に

　

つ
い
て

　
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
次
号
657

号
（
２
０
２
２
年
８
月
15
日
号
）
は
、

当
事
務
局
、
印
刷
会
社
、
発
送
業
者
の

夏
期
休
業
に
よ
り
、
８
月
18
日
出
来
、

そ
れ
以
降
の
発
送
と
な
り
ま
す
。

●
読
書
推
進
運
動
協
議
会　

事
務
局

　

夏
期
休
業
の
お
知
ら
せ

　
８
月
11
日
㈭
㈷
～
16
日
㈫

　
そ
の
間
に
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
な

ど
で
い
た
だ
い
た
お
問
い
あ
わ
せ
は
、

17
日
以
降
、順
次
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
了
承
の
ほ
ど
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
中
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
は

特
別
教
室
で
行
う
こ
と
も



事
務
局
報
告
（
６
月
）

・
２
日
＝
第
20
回 

活
字
文
化
推
進
会
議
に
出

席☆
７
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
655
号 

入
稿

・
７
日
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

第
１
回 

幹
事
会
を
開
催

☆
８
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
655
号 

責
了

☆
10
日
＝
「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」
書
目

選
定
事
業
委
員
会
開
催
に
替
え
て
、
各
事
業
委

員
に
メ
ー
ル
で
の
選
考
、
投
票
を
お
願
い

☆
15
日
＝「
２
０
２
２
年
度 

定
時
総
会
」開
催
。

出
席
28
名
、
委
任
状
出
席
186
名
。
２
０
２
１
年

度 

事
業
報
告
書
お
よ
び
決
算
報
告
書
、
役
員

交
代
を
承
認

☆
15
日
＝
「
２
０
２
２
年
度 

第
２
回 

理
事
会
」

を
開
催

☆
15
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
655
号 

出
来

・
16
日
＝
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
「
第
27
回 

日
本
絵
本
賞
オ
ン
ラ
イ
ン
表
彰
式
」「
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
会
」
に
出
席

・
20
日
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

第
１
回 

総
会
案
内
メ
ー
ル
を
送
付

・
20
日
＝
伊
藤
忠
記
念
財
団
子
ど
も
文
庫
助
成 

応
募
締
め
切
り
（
消
印
有
効
）

☆
21
日
＝
内
閣
府
に
「
２
０
２
１
年
度 

事
業

報
告
」
を
提
出

・
22
日
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

２
０
２
１
年
度 

事
業
報
告
書 

入
稿

・
24
日
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

２
０
２
１
年

度 

事
業
報
告
書 

責
了

☆
24
日
＝
「
２
０
２
２ 

読
書
週
間
ポ
ス
タ
ー

イ
ラ
ス
ト
募
集
」　
応
募
締
め
切
り

☆
24
日
＝
「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」
書
目

投
票
・
集
計
結
果
を
各
事
業
委
員
に
回
覧

☆
28
日
＝
「
２
０
２
２
年
度 

第
２
回 

常
務
理

事
会
」
案
内
を
送
付

☆
28
日
＝
司
法
書
士
・
長
坂
隆
太
郎
事
務
所
へ

変
更
登
記
依
頼
、
打
ち
あ
わ
せ

☆
30
日
＝
「
２
０
２
２ 

敬
老
の
日
読
書
の
す

す
め
」
書
目
決
定

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp
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●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と

●
３
年
ぶ
り
に
、
大
学
時
代
の
友
人
た
ち

と
集
ま
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
集
ま
っ

た
人
数
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
約
半
分
。
時
間

は
お
昼
、
お
酒
は
１
杯
の
み
、
料
理
は
簡

単
な
コ
ー
ス
に
し
て
シ
ェ
ア
せ
ず
、
飲
食

以
外
は
マ
ス
ク
着
用
と
、
手
探
り
の
自
主

規
制
を
し
な
が
ら
の
ラ
ン
チ
で
す
。全
員
、

や
つ
れ
た
様
子
も
な
く
、
３
年
前
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
ず
の
再
会
を
喜
び
あ
い
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
と
言
い
ま
し
た
が
、
こ

の
３
年
で
、
全
員
に
起
こ
っ
た
変
化
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
近
い
と
こ
ろ
が
、

本
当
に

4

4

4

見
え
に
く
く
な
っ
た
」。
３
年
前

は
涼
し
い
顔
を
し
て
い
た
人
も
、
50
の
坂

を
越
え
る
と
同
時
に
、
つ
い
に
、
老
眼
仲

間
と
な
り
ま
し
た
。
時
の
流
れ
は
、
た
し

か
に
平
等
で
す
。

●
中
学
校
教
師
の
友
人
は
、「『
先
生
、
こ

こ
教
え
て
！
』
と
、
教
科
書
を
目
の
前
に

差
し
出
さ
れ
る
と
、『
ご
め
ん
、
近
す
ぎ

で
読
め
な
い
』
と
答
え
て
い
る
」
そ
う
で

す
。「
遠
近
両
用
の
眼
鏡
も
用
意
し
た
け

れ
ど
、
使
い
こ
な
せ
ず
、
本
は
離
し
て
読

む
」「
パ
ソ
コ
ン
で
の
作
業
時
、モ
ニ
タ
の

表
示
倍
率
を
上
げ
て
い
る
」
な
ど
な
ど
、

コ
ロ
ナ
下
の
規
制
緩
和
同
様
、
老
眼
と
の

お
付
き
あ
い
も
、
み
ん
な
手
探
り
状
態
。

●
先
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
100
分
de
名
著
」を
見

て
、『
砂
の
女
』（
新
潮
文
庫
）を
再
読
し
よ

う
と
本
棚
を
確
認
し
た
ら
、
若
い
と
き
に

買
っ
た
た
め
字
が
小
さ
く
て
今
の
私
に
は

読
め
ず
、
ひ
と
回
り
大
き
い
字
の
新
版
を

買
い
求
め
ま
し
た
。
時
間
が
で
き
た
ら
、

若
い
と
き
の
愛
読
書
を
読
み
返
す
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、ど
う
や
ら
、

新
版
買
い
換
え
資
金
を
用
意
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
。　
　
　
　
　
（
伸
）

さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
整
理
・
検
討
し
な

が
ら
情
報
共
有
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を

目
的
と
す
る
。
今
回
発
行
さ
れ
た
Ａ
Ｂ

Ｓ
Ｃ
準
備
会
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
本
を

読
む
こ
と
が
む
ず
か
し
い
人
を
対
象
と

し
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
奥
付
か
ら
取

得
で
き
る
図
書
や
、
点
訳
作
業
の
風
景

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
準
備
会
は
、
出
版
社
に
対

し
『
準
備
会
レ
ポ
ー
ト
』
の
内
容
の
共

有
と
、各
社
に
「
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
連
絡
窓
口
」

の
設
置
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
レ
ポ
ー

ト
の
現
物
お
よ
び
デ
ー
タ
送
信
の
希
望

と
詳
細
は
以
下
の
ア
ド
レ
ス
ま
で
。

●
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
準
備
会
ア
ド
レ
ス

info-absc@
jpo.or.jp

中
で
、
一
般
社
団
法
人 

日
本
出
版
イ

ン
フ
ラ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｐ
Ｏ
）
に
設
置

さ
れ
た
、「
ア
ク
セ
シ
ブ
ル・ブ
ッ
ク
ス・

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
）
準

備
会
」
の
『
準
備
会
レ
ポ
ー
ト
』
創
刊

号
が
発
行
さ
れ
た
。

　
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
は
、
障
が
い
者
団
体
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

提
供
な
ど
の
問
い
あ
わ
せ
へ
の
出
版
業

界
の
一
次
対
応
窓
口
と
な
り
、
出
版
者

と
関
係
団
体
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
。

「
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
希
望
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
の

被
災
地
支
援
の
経
験
と
反
省
を
踏
ま

え
、
２
０
１
７
年
に
発
足
。
こ
れ
ま
で

に
災
害
被
災
地
や
子
ど
も
食
堂
な
ど
に

テ
ー
マ
に
そ
っ
た
図
書
を
寄
贈
し
た

り
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
子
ど
も
た
ち
が

直
面
す
る
困
難
に
つ
い
て
の
勉
強
会
な

ど
を
継
続
し
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
詳
細
、
図
書
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
申
し
込
み
な
ど
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

●
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://jbby.org/

■
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
希
望
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

戦
争
、
災
害
、
貧
困
な
ど
困
難
に

直
面
す
る
子
ど
も
を
支
援

　
一
般
社
団
法
人 
日
本
国
際
児
童
図

書
評
議
会
（
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
）
で
は
、災
害
、

貧
困
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
困
難
と
隣
り
あ
わ

せ
で
生
き
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
「
子

ど
も
の
本
」
を
通
じ
て
支
援
す
る
「
Ｊ

Ｂ
Ｂ
Ｙ
希
望
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て
、
出
身
国
を
問
わ
ず
、
日
本
に

避
難
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
本
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
が
用
意
し
た
図

書
リ
ス
ト
「
文
字
が
な
く
て
も
わ
か
る

■
だ
れ
も
が
自
由
に
読
め
る
環
境
を

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
向
け

出
版
界
の
対
応
窓
口
が
準
備
中

　
２
０
１
９
年
に
制
定
さ
れ
た
「
視
覚

障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
）」
を
受
け
、
す
べ
て
の
人
が
自
由

に
読
め
る
＝
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
出
版
環

境
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
一
般
社
団

法
人 

日
本
書
籍
出
版
協
会
は
「
読
書

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
対
応
す
る
ア
ク
セ

シ
ブ
ル
・
ブ
ッ
ク
ス
委
員
会
（
Ａ
Ｂ
委

員
会
）」
を
、
２
０
２
１
年
１
月
に
立

ち
あ
げ
、
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の

子
ど
も
の
本
」
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
書
籍

協
会
が
作
家
の
許
諾
を
得
て
デ
ー
タ
配

信
し
て
い
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
子
ど

も
の
本
」を
簡
易
印
刷
し
た
も
の
よ
り
、

子
ど
も
ひ
と
り
に
つ
き
１
冊
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
も
の
。
該
当
す
る
子
ど
も
に

関
わ
っ
て
い
る
施
設
・
団
体
・
個
人
か

ら
の
申
し
込
み
も
可
能
で
、
施
設
な
ど

の
希
望
に
よ
っ
て
は
人
数
分
の
セ
ッ
ト

で
送
る
こ
と
も
可
（
要
相
談
）。
対
象

図
書
の
書
誌
デ
ー
タ
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ


